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交流に関する一般的覚書jが， 平成 9 年2月18日に
交換された。
同 大学との学術交流の推進については， 国際交流




































社 会科学部， 理学部及び薬学部の7 学部のほか， ガ
ン研究所， 生物医学センター等の附属施設を擁して
いる。
また， 図書館は， 1620年に創設の中央図書 館のほ
か， 18の学部附属図書館がある。
教員数 1,600人， 学生数 21, 000人。
蔵書数 500万部
〈注〉教員数， 学生数及び蔵書数の出典は， THE




















































































物科学講座担当 ） が4月1 日総
合博物館長に任命された。任期





































3月1 5日 ω午後l時30分から， 本学本部構内に新
たに設置されたベンチャー・ ビジネス・ラボラトリ
- (VBL） で， 創設と建物竣工に伴う記念式典が，
新設された建物の披露を兼ねて行われた。
竣工式では， 高 為重 文部省大臣官房審議官，
藤島安之 通商産業省大臣官房審議官， 井村 裕夫 総
長， 丸山和博 京都工芸繊維大学長， 山 野 大 関西





続き， 松重VBL施設長の挨拶， 安部矩敏 施設部長

























後 3 時から約 1 時間にわたり左京消防署の指導と協
力を得て行われた。









2月 3 日 発明審議委員会
1 2日 大韓民国ソウル国立大学 崖 松和 副





は， 2月1 8日逝去された。 享年
87。
先生は， 昭和 8 年京都帝国大学
農学部林学科を卒業， 続いて同大
学理学部植物学科に入学， 同 1 1 年
卒業後， 同大学院を経て， 京都帝国大学理学部副手，
講師， 京都大学理学部助教授， 昭和 39年同教授に就











か 平成 8 年度京都大学技術職員研 修（第1 7
回） ( 20日まで）
25日 入 学者選抜学力試験（ 前 期日 程試験）
( 26日まで）
今日の生態学研究センターへの発展の基礎 を築かれ





















任， 平成 4 年 3月停年により退官された。 この間，
昭和46年4月から同48年 3月まで京都大学評議員，






は， 2 月2 1日逝去された。 享年
91。






り， 同4 3年停年により退官され， 京都大学名誉教授
の称号を受けられた。 この間， 昭和41年4月から同
42年 3月まで評議員として 本学の管理運営に貢献
された。本学退官後， 同4 3年4月から同54年 3月ま
神野
博 名誉教授
本学名誉教授 神野 博 先 生






















































城大学法商 学部専任講師， 同4 3年立命館大学文学部
助教授， 同47年より教授を経て， 同48年京都大学教
養部助教授に就任， 同58年同教授に昇任， 平成 4 年



































イギリス哲学研究や歴史哲学， 現象学， 解釈学， マ
ルクス主義思想、に関わる近現代のドイツ 哲学を研究














































































これらの研究活動， 学術上の貢献に対し， 昭和 51 -




















































































































多い。 この型ならば， すべての教室を南面させる こ




















































小 田 順 一
















と言われる中で， 山 口のケースは， 環境問題に関し










































京都大学後援会助成事業検討委員会で決定した平成8年度第 l 類（国際交流事業関係） 助成金交付者は、 第




等について調査研究のため、 海外に派遣される場合に、 助成金（往復航空賃及び 滞在費）を交付するもので、
派遣区分は、 若手研究者・長期（10 カ月）、 若手研究者・国際研究集会及び1 カ月である。
なお、 本年度は、 1 カ月の特別枠として国際教育プログラム（KUINEP） リクルートミッシ ョンに 5 名の教
官を派遣した。
派遣区分所属部局等 職名等 氏 名
理学研究科 助 手 力日 藤 毅
長期 医学研究科 助 手 gu 所 手口 久
若
人文科学研究所 助 手 i龍 井 博
国際 理学研究科 助教授 矢 持 秀 起
研究
集会
理学研究科 助 手 回 上 高広
（教官） 医学研究科 助 手 賀 本 敏 行
医学研究科 議 日市 米 村 重 信
手 医学研究科 助 手 伊 藤 雅 彦
薬 2主子£． 音IS 助 手 尾 出奇 恵
工学研究科 助教授 石 森 浩 一 郎
工学研究科 助 手 谷 キナ 省、 ヨロ王
工学研究科 講 自m MOSHNYAGA. V 
研 農 寸,llーL． 音II 助 手 矢 野 修
農 ザ，，，ー＿． 音日 助 手 平 松 研
化学研究所 助 手 白 井 敏 之
食続科学研究所 助 手 真ー 野 忠世 一
防災研究所 助 手 近 森 秀 宅『可主r
東南アジア研究助 手 jj( 回 好 克セン タ ー
究 超高層電波研究
セン タ 助ー 手 臼 井 英之
保健診療 所 助 手大 森 孝
短医期療大技学術 部助 手 池 添 冬 芽
（大学 文 学研究科 博士後期1年 回 中 治 子
院生）理学研究科 博士間1年 石 回 ’恒
医学研究科 博士l年 武 久 盾
者
医学研究科 博士2年 薪 藤 通 紀
工学研究科 博士側1年 回 JI I 1告
















































































































































派遣区分 所 属 部 局 職 名 氏 名 主な訪問機関 ・ 国等 研究題 目 （ 国 際研究集会等 名 ）
総 合 人 間 学 部 教 授 内 藤 道 雄 インスブルック大学等











ー エリザベ ス朝演劇批評におけ る ア ナモルフ
グ研究所（連合王国） ォーズ（査像画法）の概念の適応の研究
文 学 研 究 科 教 授 豊 田 E回ヨ 倫 ロ ン ド ン 大学等 現代英語の コ ー パ ス 作 成 に 関 す る 研究（ 連合王国等）




帝王 1斉 寸，，，ー． 部 教 授 下 谷 政 弘 タ フ ツ 大学等 国 際教育 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 研究調査（ ア メ リ カ合衆国）




理 学 研 究 科 助 教授 大 谷 1告 ヘ ル ワ ン 天 文 台等 相 互 作 用銀河の 活動性 に 関 す る エ ジ プ（エ ジ プ ト 等） ト と の 共 同観測研究
楽 学 部 助 手 権 Jll 明 正 ミュ ン ス タ ー 大学等 キ ャ ピ フ リ ー 電気 泳 動 の 高感度検 出 法
1ヵ月 （ ド イ ツ 連邦 共 和 国 ） の 開 発
楽 学 部 教 t且又 本 多 義 BB エ ジ ン パ フ 植物園 ト ル コ 産 伝統 薬物の 基 源問 定 に 関 す る（連合王国） 研究
工 学 研 究 科 助教授 寺 秀 俊 ス タ ン フォ ー ド大学等 マ イ ク ロ マ シ ン 加 工 プ ロ セ ス に 関 す る（ ア メ リ カ合衆国 ） 基礎研究
農 寸tゐー 音日 助 教 授 植 野 洋 志 国立保 健研究所等 タ ン パ ク 質 ・ 酵 素 の 立体構造形成 に 関（アメ リ カ合衆国） す る 研究
農 学 音日 教 授 林 力 丸 メ ル ボ ル ン 大学等 国 際教育 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 研究調査（ オ ー ス ト ラ リ ア等）
数 理 解 析 研 究 所 助 教 授 ULIDOWSKI, 中国科学院等 並列ンステムの特性を証明するためのソ7トウェ7・プログラムであIreneusz （中華 人民共和 国 ） る一般プロセス代数7ニピュレサー（印刷）の開発l；隠する研究
生 体 医 療 工 学 助 教授 中 村 達 雄 ナ イ ロビ大学等 人工 臓 器 開 発 に 関 す る 調 査研究研 究 セ ン タ ー （ ケ ニ ア 等）
留 学 生 セ ン タ ー 助 教 授 喜志麻 孝 子 タ フ ツ 大学等 国 際教育 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 研究調査（ ア メ リ カ合衆国 ）





海外から学者、 研究者を本学に招へいし、 学術活動の発展を図るとともに、 本学との共同研究の基盤を固め
るため、 助成金 （往復航空賃及び 滞在費） を交付するもので、 招へい区分は若手研究者(1 0カ月） 及び一般
( 1 カ月） である。
区 分 受 入部局 招へい学者名 国 （地域） 名 ・ 所属 機 関 ・ 職名 ./iJf 究 題 目
医 寸』4戸与 音日 援 宗 虎 中華 人民共和国 ・ 長春農 牧大学 疾患モ デ ル動物の 遺伝学的解析実験動物セ ン タ ー － 講師 研究
若 手 イ ン ド ・ イ ン ド料学研究所
炭素一窒素お よ び炭 素ーホ ウ 素
工 再寸tー， 部 Ram Niwas Singh 化 合物 を ホ ス ト とす る 層 間化合
研究者 講師 物 に 関 す る 研究
防 災研 究 所 劉 俊 来 中華 人民共 和国 ・ 長春地球科 学 岩石の 変形実験 に よ る 地殻のダ大学 ・ 教授 イ ナ ミ ッ ク 構造 に 関 す る 研究
総 合 人 間 学 部 顧 志 建 中華 人民共和 国 ・ 中国科学院 日 本 ・ 中国 に お け る イ チイ 科植昆明植物研究所 ・ 副研究員 物の進化の研究
理 学 音日 Rashid G. Nazmitdinov ロ シア・ 工ドゴ リ ュ ー ボ フ 理論物 有限 フェ ル ミ 系 の シ ェ ル構造に理研究所 ・ 主任研究員 関 す る 研究
一 般 医 p寸t．ー 音日 Wolfgang Dauber ド イ ツ 連邦 共和 国 ・ チュ ービ ン ヒ ト顎関節円板前 方転位の 病態ゲ ン 大学 ・ 教授 解析
工 学 部 Kemal Hanjalic 
オ ラ ン ダ王国 ・ デ ル フ ト 工科大 乱流制御と伝熱促 進 の モ デ リ ン
学 － 教授 グ に 関 す る 研究




区分 受入部局 招へい学者名 国 （地域） 名 ・ 所属 機 関 ・ 職名 研 ぜフ 巴し 題 目
農 学 部 陳 世 銘 台湾 ・ 国 立台湾大学 ・ 教授
農 産 物 品 質 の 人工知能 に よ る 管
理技術の統 合 に 関 す る 研究
一 般 胸部疾患研究所 Branislav Djuric ユ ー ゴス ラ ピ ア 連邦 共和国 ・ ノ サ ルコイ ド ー シ ス に 関 す る 臨床ピサ ド 大学 ・ 教授 的 ・ 病態生理学的研究
原 子 エ ネ ルギ ー Traugot H.K. Frederking ア メ リ カ 合衆国 ・ カ リ フ ォ ル ニ 超流動 ヘ リ ウ ム の定常 ・ 非定常
研究所 ア 大学 ロ サ ン ゼ ル ス 校 ・ 教授 冷却特性 に 関 す る 研究
3. 第1類第4種（大学行政上の渡航及び大学問協定校との交流）
総長及び総長が大学行政上特に必要と認めた者の海外渡航に対し、 助成金を交付するものである。
所属 ・ 職名 氏 名 渡航 目 的国 主な訪問機関 派（ 地域名 ） i宣 目 的
来志 長 井 村 裕 夫 ア メ リ カ 合 衆 国 カ リ フ ォ ル ニ ア 大学 第 10囲内分泌学会国 際会議出席並び にバ ー ク レ ー 校 等 高等教育 及 び学術交流 に 関 す る 調査
且寸Lー 生 音目
留 'f:- 生 課 馬 淵l 光 正 ア メ リ カ 合 衆 国 タ フ ツ 大 学 等 日 本留 学 フ ェ ア 参加並び に 国 際教 育 プ
設ト 員 ロ グ ラ ム に 関 す る 弘 報 及 び調 査
． 
庶 1寿 音日
国 際 交 流 課 貝 塚 唯 生 オ ー ス ト ラ リ ア 等 メ ル ボ ル ン 大 学 等 国 際教育 プロ グ ラ ム に 関 す る 弘 報 及 び
専 門 員 調 査
学 生 音II
留 学 生 3果 篠 回 春 代 オ ー ス ト ラ リ ア 等 メ ル ボ ル ン 大 学 等 国 際教育 プロ グ ラ ム に閲 す る 弘 報 及 び
第 一 留 学 生 掛 長 調査
A十'"'· 生 部 太 恵 雄
セ ン タ ー ポ イ ン ト コ
留 学 生 謀 長 田 オ ー ス ト ラ リ ア ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ 日 本留 学 フ ェ ア 参加
庶 務 部 セ ン タ ー ポ イ ン ト コ
国 際 交 流 課 札｜ 本 正 朗 オ ー ス ト ラ リ ア ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ 日 本留 学 フ ェ ア 参加
国 際交流 会館掛長
経 1斉 主寸んー 音日 西 村 周 大学問学術交流協定に 基づく ト ロ ン ト教 授 カ ナ ダ ト ロ ン ト 大 学 大学 と の 合同 シ ン ポジ ウ ム 出席
人 間 ・ 環 境 学
研 ηノ内Uモ 科 足 立 幸 男 カ ナ ダ ト ロ ン ト 大 学 大学問学術交流協定に 基づ く ト ロ ン ト
助 教 f受 大学 と の 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム 出席
長 井 村 裕 夫
教育 雇 用 省 － ケ ン ブ 連 合 王国 に おけ る 高等教育 ・ 研究機関i車 i口� 王 国 リ ッ ジ大学 ・ ブ リ テ
ツ シ ュ カ ウ ン シ ル等 の 実情調査
． 
長 井 村 裕 夫 ア メ リ カ 合 衆 国 コ ナ ・
ヒ ル ト ン ・ ピ 日 米医学協力委員 会出席並 び に 米国 に




平成 8 年度教育改善推進費 （学長裁量経費 ） に よ る 研究課題
本年度の教育改善推進費（学長裁量経費） による研究課題及び代表者等は、 次のとおりである。
当慢 .£＇11 研 究 課 題 代 表者所属 ・ 職 ・ 氏名 参加者所属部局者干 りー
1 ネ ッ ト ワ ー ク 援用 講義 と マ ル チ メ デ ィ ア 教材 の 開 発 総合 人間学部 教授 ‘巾必じ、ぷ口〉、
富 田 博 之
2 総合人間学部 に お け る 「高度一般教育」 の現状の把握 と そ の改善 総合人間学部 学部長 ＊王b子三口,_ 
策 に 関 す る 自 己点検 ・ 評価 三好 有IS朗
3 ハ イ パ ー テ キ ス ト の 文系研究 ・ 教育への応用 文学研究科 教授 文徳永 宗雄
文学研究科 教授 文 ， 法 ， 教 ， 人4 文学部博物館所蔵 鉄 製 品 の復原研究 文 ， 埋蔵文化財山 中 一郎 研究 セ ン タ ー
5 教師再教育 シ ス テ ム の 開 発研究 教育学部 教授 教 ， 高等教育天野 正 輝
6 法学 ・ 政治学の た め のAV ソ フ ト ラ イ ブ ラ リ ー に 関 す る 調査研究 法学研究科 教授 法村松 岐夫
． 
7 法学研究科 に お け る 授業 科 目 「裁判法務」 の 評価 と 展望 法学研究科 教授 J去鈴木 茂嗣
8 
フ ィ ー ル ド ワ ー ク ， イ ン タ ー ン シ ッ プ と オ ー プ ン ネ ッ ト ワ ー ク の 経済学研究科 研究科長 経活用 に よ る 大学院教育 方法改善の研究 菊池 光造
9 学部 ・ 大学院 に お け る 化学教育 の た め の情報 シ ス テ ム の 構 築 理学研究科 教授 理 ， 総合加藤 重樹
10 （瀬戸 ） 臨海実験所 に お け る 臨海笑習 ・ 教育 の 改善 と 拡充 理学部 教授 理石 田 英実
11 地球流体粒子運動の 3 次元 ア ニ メ ー シ ョ ン の 作成 と 教室 内LAN シ 理学研究科 教授 理ス テ ム を 利 用 し た講義への導入 今里 哲 久
12 医学 に お け る 形態学教育 の た め の 三次元画像表示 ・ 解析 シ ス テ ム 医学研究科 教授 医， 病 院と 電子教科書 の 開 発 塩 田 浩平
13 循環器領域 に お け る 緊急時教育の充実 と 実践， 及 び；患者教育の実践 医学研究科 教授 医篠 山 重 威
14 マ ル チ デ ジ タ ル フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム に よ る 新 し い 消化器内視鏡 医学研究科 教授 医， 病院学教育 シ ス テ ム の 開 発 千葉 勉
． 
1 5  臨床系 医学生 に 対 す る イ ン タ ー ネ ッ ト 利用 （e-mail, home page) 医学部附属病院 教授 病 院環境 の提供 高橋 I性11<. 
16 新 し い 医学教育 カ リ キ ュ ラ ム の 立案 と 実施 医学部附属 病 院 教授 病 院福 井 次矢
17 薬学領域 に お け る 情 報処理教育 の 高 度 化 薬学部 教授 薬多賀 f散
18 医療薬学 を 指 向 す る 解剖学 ・ 組織学教育 の拡充 薬学部 教授 薬佐藤 公道
19 工学教育 コ ア ー カ リ キ ュ ラ ム と 教官 － 学生の授業評価 工学研究科 教授 工， 高等万波 通彦
20 工学教育 に お け る 情報 メ デ ィ ア の活 用 の 在 り 方 に 関 す る 研究 工学研究科 教授 工富 田 民治
21 森林 に お け る 野外デー タ の収集お よ び解析 に 関 す る 教育 法 の 改善 農学部 教授 農川 那辺三郎
22 水 産 生物標本館登録魚類デー タ ベ ー ス の 構 築 と 公開 農学部 教授 農坂本 日
23 実習教育 の た め の視聴覚教育用資料の作成 と その役割 に 関 す る 研究 農場 教授 農場矢j峯 進




整有主干；E号Eー 研 究 課 題 代 表者所属 ・ 職 ・ 氏名 参加者所属部局
25 演 習林 に お け る 森林情報管理 シ ス テ ム 構築 に よ る 教育研究環境の 演 習 林 教授 演 習 林整備 竹内 典之
26 大学院教育 に お け る 仮想現実感 シ ス テ ム の利 用 法 に 関 す る 研究 人 間 ・ 環境学研究科 人 間 ・ 環境， 病教授 江 島 義道 院
27 環境情報解析 に 基づ く 地域研究 に 関 す る 大学 院教育 お よ び研究体 人 間 ・ 環境学研究科 人 間 ・ 環境， 東
制 の 整備 教授 田 中 二郎 南 ア ジ ア
28 エ ネ ル ギー 科学教育体系整備 に つ い て の 調査研究 エ ネ ル ギー 科学研究科 エ ネ科， エ ネ研，教授 池 上 言句 原子炉
京都大学 に お け る 放射性 同 位元素等利 用 技術， 安全取扱 に 関 す る 放射性同位元素総合センタ ー 放 同 セ ， 医， 薬 ，29 工 ， 農 ， 人 間 ・教育 プ ロ グ ラ ム の構 築 セ ン タ 一 長 武部 啓 環境
30 情報 メ デ ィ ア 教材作成支援 シ ス テ ム の研究 情報処理教育 セ ン タ ー 情報処理， 工助教授 藤 井 康雄
生態学研究セ ン タ ー 生態学， 総合，31 地球環境問題 と 21世紀の社会像一京都大学は ど う 取 り 組 む か一 教授 安 部 琢哉 （ 京 大
環境 フ ォ ー ラ ム 事務 局 長 ） 理， 医 ， 工 ， 農
32 大学教育 の個性化 を 進 め る た め の 集 会 の 実施 高等教育教授 シ ス テ ム 開発セ ン タ ー 高等教育教授 梶 田 叡ー
． 
33 マ ル チ メ デ ィ ア 教育 支援 シ ス テ ム に よ る コ メ デ イ カ ル教育改善の 医療技術短期大学部 医短， 病 院研究 教授 中 井 義勝
34 留 年学生 に 対す る 厚生指導 の あ り 方 に 関 す る 調査 ・ 研究 学生部 部長 学生音IS， 教， 保益 川 敏 英 健管理セ ン タ ー
35 外 国 人留 学生の教育 ・ 生 活 及 び意識 に 関 す る 総 合的 実態調査 留学生セ ン タ ー 助教授 留学生セ森 真理子
総合情報 メ デ ィ ア セ ン タ ー
総合情 報 メ デ イ
36 京都大学 に お け る 外国語教育のマ ル チ メ デ ィ ア 化 に 関 す る 調査研究 設置準備室 総合人 間学部 ア セ ン タ ー 設置
助教授 東郷 雄て 準備室
総 合情 報 メ デ ィ ア セ ン タ
総合情 報 メ デ イ
37 情報 メ デ ィ ア 環境の構築の た め の シ ス テ ム 学的研究 一 設置 準 備 室 工 学 部 ア セ ン タ ー 設泣
教授 美i農 導彦 準 備 室
38 留学生 （ 短期 ） の 日 本 理解及 び科 目 履修の た め の 情 報資料提供 附属 図書館 館 長 図書館長 尾 真
39 全学共通科 目 の学習 に必要 と す る 参考図書お よ び大学院生の研究 附属図書館 館 長 図書館を 支援す る 専 門 参考図書の 充実整備 長尾 真
マ ル チ メ デ ィ ア 施設整備 総合情報メ デ ィ ア セ ン タ ー
総合情報 メ デ イ
40 ア セ ン タ ー 設置
設置準備室長 長尾 真 準 備 室
病態解明 と 臨床応用 に 向 け た 粘膜免疫の リ ア ル タ イ ム モ ニ タ リ ン グ 医学研究科 教授4 1  方法 と 新規抗原 キ ャ リ ア シ ス テ ム を 用 い た経 口 か ら の抗原投与 に よ 医， 生体医療
る ， 臓器特異的 免疫制御法の 開 発 に 閲す る ， 学 内 四施設共同研究 北 1敬
． 
42 向神経性遺伝子導 入 ベ ク タ ー の 開発 薬学部 教授 薬河 合 明彦
43 一斉開花時熱帯林の 生物 多様性構造の研究 生態学研究セ ン タ ー 生態学， 総合，教授 井 上 民二 理， 農
44 バ イ オ ミ メ テ ィ ッ ク 法 に よ る 骨修復材料 の 開 発 化学研究所 教授 化研， 医 ， 工宮 本 武 明
45 モ デル動物 を 用 い た 老年期退行変性疾患関連遺伝子の検索 胸 部疾患研究所 助 教授 胸 部研細 川 昌 則
46 省 エ ネ lレ ギー ・ 環境保全型の高機能エ ネ ル ギ ー ・ 物 質変換材料の エ ネ ル ギ一 理工学研究所 エ ネ研， 工 ， 化貧lj 製 教授 大 久 保捷敏 研
47 特殊な機能 を も っ高等菌類の 遺伝子パ ン ク の 構 築 木 質 科学研究所 所 長 木研， 農来原 正章
48 植物生理機能性 タ ン パ ク 質成分の高度集積化新技術 の 開 発 食糧科学研究所 教授 食研， 理， 薬 ，内 海 成 農 ， 化研





被F担 研 究 課 題ffl' サ
50 京都大学学生の 喫煙 ・ 飲酒 ・ 運動 な どの ラ イ フ ス タ イ ル に 関 す る
調査 と ， そ の結 果 の 健康教育への利用
51  京都大学 に お け る 加速器科学総合推進計画 に つ い て の 調 査研究
52 東南 ア ジ ア 地域 に 関 す る 研究 ・ 教育情報の交流促進 に 向 け た コ ンピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク 機能の強化
53 京都大学関 係 史料の保存 と 利 用 に お け る 基礎的研究
54 京都大学の体育 ・ ス ポ ー ツ 施設 に 対す る 学生 お よ び教職員 の オ ピニ オ ン 調査
55 京都大学施設デー タ ベ ー ス の作成 と 景観 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の再開
発への応用研究
56 京都大学 に お け る キ ャ ン パ ス 問 題 に つ い て の 調査研究
57 2 1 世紀 の京都大学の あ り 方 に つ い て の調査研究
学術研究奨励金
［人文 ・ 社会］ 系
研 σ7\:. し 課 題
派生の経済性 と 意味表示の生成 を 中心 と し た 言語機能の形式的特性の研究
ヒ ト お よ びチ ン パ ン ジ ー 乳幼児の定位 的操作 と 言語発達の連 関
大和 国 に お け る 古代 山 林寺 院の研究
18世紀 フ ラ ン ス 思想 に お け る 言語論の位置 ー ル ソ ー を 中心 に一
［理学 ・ 工学 ］ 系
研 究 課 題
格子力学系 の 力 学 的性質 と 拡散的挙動 の 関 係
多層膜冷 中 性子干渉計の 改 良 と 基礎物理への応用
ア ル カ リ ハ ラ イ ド 結 晶 中 の 酸素 分子 に よ る 超放射 と そ の制御
自 由 空 間 中 に 作 成 し た カ ル コ ゲ ン ・ ク ラ ス タ ー の 光電子分光
コ ン パ ク ト 天体 に お け る 降着現象の光学観測
極低7昆量子固体中 の 化学反応の動的過程の解明
有機超伝導体の物性研究 と 新物 質構築
多段階電子移動 を 制御 す る 有機 ・ 無機混成超分子系 の設計 と 合成
π ー ア リ ル ル テ ー ウ ム 錯体 を 鍵 中 間体 と す る 接触的炭素 炭素結合活性化
お よ び再配列
高速パ ル ス 重水 素 フ ベ lレ 実験装 置 の 開 発 と ， そ れ を 使 っ た 蛋 白 質 の 巻 き 戻
し 初期過程の研究
電界 グ リ コ シ ル化 反 応 に よ る 超効率的糖鎖合成 法 の 開 発
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代表者所属 ・ 職 ・ 氏名 参加者所属 部局
保健管理セ ン タ ー 所長 保健管理セ ， 保
森 下 玲児 診
工学研究科 教授 工 ， 理 ， 医 ， 放 生研， 化研， エ ネ研，
今西 信嗣 基礎研， 原子炉
東南 ア ジ ア 研究セ ン タ ー 東南 ア ジ ア
所 長 坪内 良博
F付 属 図 包ご 館 長 （ 何 年 史編 百年史編纂史料集委 員 会委 μ 長）
長尾 fli 室， 庶務部
体育指導セ ン タ ー 体育指導 セ ， 総
助教授 井街 悠 合 ， 医短
工学研究科 教授 工， 施設部宗 本 順三
新 キ ャ ン パ ス 委民 会 委 員 長 新 キ ャ ン パ ス 委
農 学 部 教授
丸山 利 事前
員 会
将来 構怨検討 委 只 会 将来構想検討委
経済学部 教授
瀬 地 山 敏
員 会
所 属 職 氏 名
総 合 人 間 学 部 助教授’ 藤 田 耕司
総 合 人 間 学 部 助 手 田 中 真 介
文 学 研 究 科 助教授 吉川 真司
文 学 研 究 科 助教授 増 田 民
所 属 職 － 氏 名
総 合 人 間 学 部 助教授 武末 真二
理 学 研 究 科 助 手 舟橋 春彦
理 学 研 究 科 助 手 芦 田 昌 明
理 学 研 究 科 教務職員 永谷 清信
理 学 研 究 科 助 手 加藤 太一
理 学 研 究 科 助教授 百瀬 孝 昌
理 学 研 究 科 助 手 近藤 哲 生
理 学 研 究 科 助 手 永 田 央
工 学 研 究 科 助教授 近藤 輝幸
工 学 研 究 科 助 手 高橋 時念
工 学 研 究 科 助 手 山 子 t文い
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研 究 E果 題 所 属 1裁 氏 名
高圧分光学手法の 開 発 と 生体高分子の立体構造解析 J�圭b 戸寸tー， 青日 助 手 小i峯 省吾
木材の 多価 ア ル コ ー ル 存 在 下 で の 液 化 と 生分解性発砲体な ど環境適応型材 農 学 音日 助 手 Jij6 耀麿科 の 開 発 に 閲 す る 研究
結 晶 場 の動 的 な 変換 に 関す る 研究 人間 ・ 環境学研究科 助 手 林 直 人
酸性 グ フ フ ァ イ ト 層 間 化合物 の 酸塩基反応 に よ る 物性変化 を 利 用 し た 新材 エネルギー科学研究科 助教授 萩原 理加料創 製 に 関 す る 研究
電気複屈折法 に よ る 高分子の ロ ー カ ル ダ イ ナ ミ ッ ク ス の研究 化 学 研 究 所 助 手 井上 正志
液 晶 て、JI診潤 し た 高 分子網 目 の物性 化 学 研 究 所 助 手 浦 山 健治
固 体二次元 ス ピ ン 拡散NMR法 に よ る 高分子 ガ ラ ス の短 ・ 巾 距離構造の解明 化 学 研 究 所 助 手 梶 弘典
非経験的分子軌道法 に よ る ガ ラ ス の 低エ ネ ル ギー振動モ ー ド の解析 化 学 研 究 所 助 手 内 野 隆司
超短パ ル ス コ ヒ ー レ ン ト X線発生 の研究 化 学 研 究 所 助 手 白 井 敏之
28GHz電チサ イ ク ロ ト ロ ン 加熱 の た め の伝送系 の構築 エ ネ ルギー理工学研究所 助 手 長崎 宵仲
． 
エ ネ ル ギー 材 料の 固 液界面物性の 第一原理計算 工 不 Jvギー理工学研究所 助 手 山 本 雅博
［医学 ・ 生物］ 系
旬f qプbし 課 題 所 属 �i正 氏 名
無重量への暴露 ガ ラ ッ ト 脊髄神経細胞の 酵素活性 に お よ ぽす影響 総 合 人 間 学 部 助教授 石 原 昭彦
視細胞 に お け る 新 し い 光情報変換系の分子 メ カ ニ ズ ム の 解 明 理 学 研 究 科 助 手 寺Jヒ 明 久
KIR6.2/SU悶遺伝子か ら 再構築 し たATP感受性Kチ ャ ン ネ ル の 構造機能相 関 医 学 研 究 科 助 手 ii野 誠
l浦乳類の 形態形成過程 に お け る マ ト リ ッ ク ス 分解酵素 の 役割 と プ ロ グ フ ム 医 学 研 究 科 助 手 瀧！ ｜ ｜ 俊也細胞死 （ ア ポ ト ー シ ス ） の 関 係 に つ い て
酸化的修飾 に よ る 蛋 白 の ユ ピ キ チ ン 依存症選択的分解 の 分 子機構の解析 医 学 研 究 科 助 手 岩井 一宏
マ ウ ス 子宮内膜 に お い て 着床距 に よ り 誘導 さ れ る 遺伝子群 の 解析 医学部附属 病 院 助 手 樋 白 書等宏
重粒子線お よ ぴX線！照射後の 再酸素化現 象 の 時 間経過 の 相 異 に 関 す る 研究 医学部附属病院 助 手 大屋 夏生
虚血耐性現象の分子生物学的解析 医学部F付属病院 助 手 野崎 和彦 ． 
熱 シ ョ ッ ク 蛋 白 1 10群の 標 的 気 質 の 同定 医学部附属病院 助 手 金子 嘉志、
ソ マ ト ス タ チ ン に よ る 細胞場殖抑制機構の 研究 医学部鮒属病院 助 手 山 田 祐一郎
薬物体内動態制御 に 関 わ る ト ラ ン ス ボー ダ群 の 構造 ・ 機能解析 医学部附属病 院 講 師 務藤 秀之
神経系 に特異的 に 発現す る 精錯の発現調節機構 に 関 す る 研究 薬 学 音IS 助 手 岡 E自ヨ 主E王J 
新規 イ ン ス リ ン レ セ プ タ ー （IRR） の リ ガ ン ド 同 定 の 試み 薬 寸会立ー， 音日 助 手 尾崎 恵一
オ ル ガ ネ ラ へのtRNA輸送機構の 解明 と RNA導 入 系 の 開 発 農 且寸ん前 部 助教授 福i宰 秀哉
魚類の母性環境情報伝達 因 子 の 検索 丘aぉ走 且？「ι 音11 助 手 木 下 政 人
コ レ シ ス ト キ ニ ン 放 出 を 促進す る 受容体分子の単離 と 解析 農 持「ん 剖l 助 手 都 築 巧
ア ミ ノ 酸化酵素 に お け る 新規 な 補酵素TOPA キ ノ ン の 生成 と 活性発現機構 農 学 部 助 手 玉 置 尚 徳の 解析
プ ロ テ イ ン キ ナ ー ゼC ア イ ソ ザ イ ム 選択的 ア ゴニ ス ト の 合成研究 農 す且んー 苦11 助 手 入江 一浩





研 ゲ九h」 課 題 所 属 職 氏 名
ウ シ 筋 肉 内 に お け る 脂肪前駆細胞 の増殖 ・ 分化調節機構の 解明 農 寸ρι一． 音日 助 手 鳥居伸一郎
コ バ ル ト 輸送 タ ン パ ク 質の構造 と 機能解析 に 関 す る 研究 藷陸是釘 寸兵uー， 音日 助 手 小林 達彦
高尿酸血症予 防への応用 微生物 学 か ら の ア プ ロ ー チ 原性釘正 7』4－ 部 助 手 ノト J I I JI頃
B細胞の分化初期 に発現 さ れ る Zn フ ィ ン ガ 一 因 子 の 遺伝子単離 と 解析 遺伝子実験施設 助 手 l採 保年
遺伝子疾患 を 標 的 と し た 新機能医薬 の 創 製 （ ゲ ノ ム ド フ ッ グ デザ イ ン ） に 化 学 研 究 所 教務職員
奥野 恭 史
｜刻 す る 研究
地球共生系保全の た め の 森林資源利 用 に 関 す る 分子生物学的研究 木質科学研究所 助 手 本 田 与一
Serpin モ デル と し て の Ovalbu minの タ ン パ ク 質工学的研究 食糧科学研究所 助 手 高橋 延行
ヒ ト 子宮頚J高高Ill胞の増殖阻止機能の解析 ウ イ ル ス 研究所 助教授 酒 井 博幸
MAPキ ナ ー ゼ カ ス ケ ー ド の 細 胞 内 局 在化機構 の 解 明 ウ イ ル ス 研究所 助 手 福 田 真
レ ド ッ ク ス 制御 分子 チ オ レ ド キ シ ン の 酸 化 ス ト レ ス 応答機構 の 解析 ウ イ ル ス 研究所 助 ず 増 谷 ヲム
FtsH蛋 白 質 の 分子 シ ャ ペ ロ ン 機能の解析 ウ イ ル ス 研究 所 助 手 秋 山 芳展
サ Jレ 上頭頂葉皮質 に お け る 身体 イ メ ー ジ の 再現様式の 解 明 霊 長 類 研 究 所 助 手 中 村 克樹
学術 出版助成金
［理学 ・ 工学］ 系
耳 川 川γ
配 中
究 i果 題 所 属 ・ 職 ・ 氏 名




部 助 手 吉村 哲彦
［ 医学 ・ 生物］ 系
研 究 5果 題 所 属 ・ 職 ・ 氏 名
． 




京都大学春秋講義 （春季講座 ） の開講
1997.4 No.512 
本学では、 財団 法人京都大学後援会の協力の下で、 平成 9 年度は創立百周年記念事業として メ インテーマ
「知の最前線はいま」とし、 下記のとおり「京都大学春秋講義（春季講座）」を開講します。
本学教職員並びに学生については、 各講義とも特別受講枠（無料） 30名を設けて いるので、 受講希望者は所
属部局の事務担当 掛へ申し込んで下さい。
女月 曜講義 （ 5 回 シ リ ー ズ） テ ー マ 『生命 を 考 え る 』
開 講 日 講 師
5 月 12 日 理学研究科教授 佐 藤 矩 行
5 月 19 日 名 誉教授 星 野 一 正
5 月 26 日 文 学研究科教授 宮 島 久 雄
6 月 2 日 総合人間学部教授 有 福 孝 岳
6 月 9 日 農学研究科助教授 山 田 雅 保
定 員 150名
受講料 6,000円 （ 全講義 を 通 し て の受講料です。 ）
穴水曜講義
開 講 日 講
5 月 14 臼
エ ネルギー科学研究 科教授
5 月 21 日 教育学部教授
5 月 28 日 薬学研究科教授
6 月 4 日 工学研究科教授
6 月 1 1 日 法学研究科教授
定 員 各 講義 1 50 名
受講料 各講義 1 ,200円
0会 場 法経第二教室
0時 間 午後6 時30分～ 8 時30分
O受講資格は問わない。
師
佐 和 隆 光
竹 内 洋
赤 池 昭 紀
吉 田 i韮




生命 ： 共通性が支 え る 多様性
終末期 に お け る 尊厳 あ る 死 の 迎 え 方
表現主義絵画 に み る 生 の表現
人 間 存 在 と 生 死 の 問 題
晴乳動物発生工学の 最 近 の 話題
ア マ
2 1 世紀 日 本 の 難 問 一 閉 塞 の 日 本 と 勃興 の ア ジ ア
英 国 の パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル と エ リ ー ト 教育
老年痴呆か ら 脳 を 守 る
グ ロ ー パ ル情報通信 の 時 代
日 本社会 と 法
0申込み ・ 問合せ先 庶務部研究協力課研究協力掛
（内線 2041 )
京都地域留学生交流推進協議会総会 を 開催
第7 回京都地域留 学生交流推進協議会総会が 2月
12日（札 31 団体54 名の委員及び関係者等の参加の下，
市内蹴上の京都市国際交流会館で開催された 。
会議の冒 頭に，「財団法人 京都府国際センターJ
及び「財団法人 母と学生の会 国際女子留 学生セ
ンター」の2 団体の本推進協議会への加入を決定し，
当 日 の総会から協議に参加し た。
井村 議長（京都大学総長） の挨拶の後， 文部省学
術国際局留 学生課 山 下恭徳企画調査係長から「留
228 
学生施策の最近の動向について 」の説明があった 。
引き続き， 構成 団体から， 留 学生施策・支援の現状
について 報告の後， 今後の活動方針につい て 協議が
行われ， ①奨学援助の拡充， ②生活援助の拡充， ③
宿 舎確保の推進， ④地域住民との交流活動の推進，
の4 つを本推進協議会の活動方針とする ことを確認
し た。
推進協議会総会終了 後， 懇談会が行われ留学生交
流に関する情報交換が行われた。
． 
． 
